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はじめに　
国際化社会への参入と情報化社会への適応から、昨今の国語科
教育においては、 「話すこと」 「聞くこと」 「書くこと」が重視されている。しかし、こうした国際化社会および情報化社会においてさまざまな伝達の基本 なる言語を習得するには「読むこと」が大切であり、ここに文学教材の力が発揮される意味がある。本論では、 高等学校古典の文学教材と て取り上げられる紫式部 『源氏物語』 「若紫」の言語表現について考察する。　『源氏物語』は作者紫式部（生没年未詳）が夫藤原宣孝の死後、道長の娘、 一条天皇の中宮彰子に女房と て仕えたときの日記 『紫式部日記』に藤原公任が「あなかしこ、こ わたりにわかむらさきやさぶらふ」と記述されていることから一〇〇八年一一月一日
（敦成親王誕生後の祝儀の日）には成立していたとされている。紫式部が一人で書いたという説、一気に書いたという説など色々取りざたされてはいるが、四〇〇字原稿用紙になおすと約二四〇〇枚
１、和歌七九五首、帝四代にわたる壮大な長編小説が
描かれた。　『源氏物語』五四帖は「桐壺」から「藤裏葉」までを第一部、 「若菜」から「幻」までを第二部、 「匂宮三帖」と「宇治十帖」を第三部とする考えや、源氏 主人公とした正編（ 「桐壺」～「幻 ）と源氏死後の子孫を描いた続編（ 「匂宮」～「夢浮橋」 ）という二部構成説がある。与謝野晶子は光源氏の陽の性格をもった 「桐壺」から「藤裏葉」までを前半とし、源氏と子孫の陰の性格をもった
「若菜」から「夢浮橋」までを後半とする二分法を提唱した。文学教材の研究として、紫式部『源氏物語』 「若紫」の言語表現について考察する。一、 『源氏物語』の注釈書　
紫式部が書いた『源氏物語』の原本は現存しない。木版による
印刷は仏典や漢籍に限られていたこ から 『源氏物語』は平安中期に著されてから江戸初期までは写本で読まれていた。 『源氏物語』 の写本は本文系統 よって 「青表紙本の本文を持つ写本」 「河















内本の本文を持つ写本」 「別本の本文を持つ写本」に分類されている。 「青表紙本系」とは、藤原定家が校合したもので、その表紙が青かったことからこう呼ばれている。 「河内本系」 とは源光行、親行親子が校合したもので、二人が河内守を経験したことからこう呼ばれている。 「別 」とは、 「青表紙本系」 どちらでもないもので、従一位麗子 陽明文庫本、東京大学本、ハーバード大学本など ある。　
また、平安時代以降数多くの『源氏物語』注釈書が書かれた。







そは、まづ人の情のものに感ずることには、善悪邪正さまざまある中に、ことわりに違へることには感ずまじきわざなれども、情は我ながら我が心 まかせぬことありて おのづから忍びがたきふしありて、感ずることあるものな 。
　　　
源氏の君の上にて言はば、空蝉の君、朧月夜の君、藤壺の
中宮などに心をかけて逢ひ給へるは 儒仏などの道にて言はんには、よに上もなき、いみじき不義悪行なれば、ほか いかばかりのよきことあらんにも、よ 人と 言ひがたかるべきに、その不義悪行なるよしをば、さしもたてては言はずして、ただその間のもののあはれの深き方をかへすがへす書きのべ 源氏の君をば旨とよき人の本として き 限りをこの君の上 取り集めたる、これ物語の大旨に て、そのよきあしきは儒仏など 書 善悪と変 りあるけぢめ り。
　　　
さりとて、かのたぐひの不義をよしとするにはあらず。そ
のあしきことは今さら言はでもしるく、さ たぐひの罪を論ずることは、おのづからその方の書 もの世にこ ら ればもの遠き物語をまつべきにあ ず。
　　　
物語は、儒仏などのしたたかなる道のやうに、迷ひをはな
れて悟りに入るべき法にもあらず。また国をも家を 身をも治むべき教へ もあらず。ただ世 中の物語なるがゆゑに、さる筋の善悪の論はしば くさしおきて、さしもかかはらず、ただもののあはれを知れる方 よきを、 たててよしと




する人の、濁りてきたなくはあれども、泥水を蓄ふるがごとし。物語に不義な 恋を書けるも、その濁れる泥 めでてにはあらず、もの あはれの花を咲かせん料ぞかし。
　
宣長の『源氏物語玉の小櫛』は物語論であり、一七七六（寛政
八）年に成立した。九巻あり、総論、年立て（年表） 、本文異同の考証、語句の注釈からなる。総論の部分が有名で、 『源氏物語』は「物のあはれ」 諸相を描いたもので、読者は『源氏物語』を読むことによって、 「物のあはれ」を知ることができるという「物のあはれ論」を展開している。ここで う「あはれ」と 、 「主として平安時代以後、深くしみじみと心をひかれる感じ またそのような感じをお させる状態を表す」 （広辞苑第六版）というように、現代では「悲哀・憐憫」を表すことが多くなっていることばである。 「物語 もののあはれを知るを旨 はした 」に『源氏物語玉の小櫛』が注釈を超えた「評論」であることがわかる。宣長は、紫式部が『源氏 』を書いた目線にたって、物語の世界を解読していることがわかる。 「そ 間 もののあはれの深き方をかへすがへす書きのべて、源氏の君 ば旨と き人の本として、よきことの限りをこの君 上に取り集めたる 、道理に反し も特に指摘して言及せず、源氏をもっぱら良い人 手本と
















物語文学に親しみ、 『源 一一、 一二歳の頃から素読していた。　
式部自筆本が存在しないことから、晶子は「燦然と千古に光る
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から出版したものである。晶子は『新訳源氏物語』を「自由模写」と記した。　『新訳源氏物語』は全文の翻訳ではなく抄訳であるとされるが、巻ごとにその抄訳の程度は異なっており「桐壺」など冒頭巻のいくつかは概ね原文の半分 に抄訳されているのに対して、 「宇治十帖」の後半の巻では原文より長い訳文になっている。晶子自身は「従来一般に多く読まれていて、難解の嫌いに少な 桐壺巻以下数帖までは、その必要を認めな ために、特に多少の抄訳を試みたが、この書の中巻以降は原著を読むことを煩はしがる人々のために意を用ひて、殆ど全訳の法 とった である」 （同）と述べている。従来の注釈本に敬意を持っていなかっ 晶子は我流で書きあげ『湖月抄』に対して暴言を吐いている。和歌に関しては原歌そのままのものや修正したもの、読替歌になっているもの、散文になっているも など統一がない。　三度目は一九三八年（昭和一三）一〇月から一九三九年（昭和
一四）九月に『新新訳源氏物語』 （第一巻から第六 ） して金尾文淵堂から出版したもので る。 「あとがき」 晶子は『新訳源氏物語』で序文を書い 森林太郎と上田敏、装丁 中沢弘光指して「三先生に対して粗雑な解と訳文をした罪 二十幾年 間私は恥ぢ続けて来た」と書き「完全なものに書き変へたい」念じたことを吐露している。 『新新訳源氏物語』に着手 のは昭和七年で三年後の昭和一〇年三月には鉄幹が他界する（ 「源氏をば
一人となりて後に書く紫女年若くわれは然らず」 ） 。相前後して中央公論社からは谷崎潤一郎訳『源氏物語』が出版される。谷崎は昭和一〇年九月に着手し、昭和一四 一月谷崎訳『源氏物語』第一回配本刊行、昭和一六年七月第一三回配本完結する。その後、谷崎も『源氏物語』の現代語訳を二回行い、晶子のように計三回『源氏物語』現代語訳に取り組んでいる。全訳となった『新新訳源氏物語』は『新訳源氏物語』の華やかさはなくなったが、鉄幹を喪った晶子が独力で余命をかけた、原文に忠実 訳になっている。各帖の冒頭に「源氏物語讃歌」の歌が付されている『新新訳源氏物語』は「晶子源氏」の決定版といえる。　
明治時代末に晶子による現代語訳『源氏物語』が出たことによ



















中の柱に寄りゐ 、脇息の上に経を置きて いとなやましげに読みゐたる尼君、ただ人と見えず。四十余 かりにて、いと白うあてに痩せたれど、つらつきふくらかに、まみのほど髪のうつくしげ そがれたる末も、なかなか長きよりもこよなう今めかしきものかなと、あはれに見給ふ。
　　　
清げなる大人二人ばかり、さては童べぞ出で入り遊ぶ。中












おのがかく今日明日におぼゆる命をば、何とも思 たらで、雀慕ひ給ふほどよ。 罪得 ことぞと常に聞こゆ を、 心憂く。 」とて、 「こちや。 」と言へばついゐたり
　　　
つらつきいとらうたげにて、眉のわたりうちけぶり、いは
けなくかいやりたる額つき、 ざし、いみじううつくし。ねびゆかむさまゆかしき人かなと 目 まり給ふ。さるは 限りなう心を尽 しきこゆる に、いとよう似奉れるが、まもらるる りけりと思ふにも、涙ぞ落 る。
　　　
尼君、髪をかき撫で つ、 「けづることをうるさがり給へど、
をかしの御髪や。いとはかなうものし給ふこそ、あはれにうしろめたけれ。かばか になれば、いとかからぬ人も るものを。故姫君は、十ばかりにて殿に後れ給ひ ほど、いみじうも は思ひ知り給へりぞ し。ただ今おのれ見捨て奉らばいかで世におはせむとすらむ。 」とて、いみじく泣くを見ふも、すずろ 悲 。幼心地にも、さすが うちまもりて











と聞こゆるほどに、僧都あなたより来て、 「こなたはあらはにや侍ら 。今日しも端におはしま けるかな。 の上の聖の方 、源氏の中将の、瘧病みまじなひにものし給ひけるを、ただ今なむ聞きつけ侍る。いみじう忍び給 ければ、知り侍らで、ここに侍りながら、御とぶらひにも参でざり る。 」とのたまへば、 「あ いみじや。いとあやしきさまを、人や見つらむ。 」とて簾を下ろしつ 「この世 ののしり給ふ光源氏、かかるついでに見奉り給はむや。世を捨てたる法師の心地にも いみじう世の愁へ忘れ、齢伸ぶる人の御ありさまなり。いで御消息聞こえむ。 」とて立つ音すれば、帰り給ひぬ。
　　　
あはれなる人を見つるかな。かかれば、このすき者どもは、





















をすることである。文部科学省は「古典の指導については、我が国の言語文化を享受し継承・発展させるため、生涯 わたって古典に親しむ態度を育成す 指導 重視する」 （ 『中学校学習指導要領解説― 語編―』二〇〇八年七月）と述べ、二〇一五年一部改正の「伝統的な言語文化に関する事項」においても「古典の世界に触れる」 （一年） 「古典の世界を楽しむ」 （二年） 「 「古典を読み、その世界に親しむ」 （三年）を挙げてい 「古典はお しろ 」と生徒に興味を持たせるには、原 読ませ 学習を中心に、典に慣れ親しむ」ことが重要である。阿部俊一氏は「読 という行為は、表現を通して書き手の思考や心情に迫るとともに、それをふまえて読み手と ての立場から人間、社会、自然など ついて考え、自分の意見をもつに至ることが大切であろう」
８と指摘
し、古典学習に期待を寄せている。古典の魅力を生徒に感じ取らせるような授業展開が必要とされる。古典の言語表現が、現代わたしたちの言語生活とどのようにつながっているのか 生徒一人ひとりが実感できるような文学教材を取り上げることが大切
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A study on Japanese language art education
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